
学歌 作詞　吉沢義則
輔耕松小曲作
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校章の由来

　ギリシャ神話に、Kolchis 国の Hekate の娘 Medea とその使徒達 Pharmakides が

薬草をもって神に奉仕していたという物語がある。この故事により、薬品を Medicus 

と言い、薬学を Pharmazie と呼ぶようになった。薬草のケシ（Papaver somniferum 

Linne、Opium、Poppy）は地中海の沿岸、小アジア、イラン地方の原産であり、その

未熟果実より採取されるアヘンは、古く止しゃ薬として、またアルコール抽出物は鎮痛・

鎮静・催眠薬として服用されていた。

　1805 年、ドイツの薬剤師 Serturner がアヘンよりモルヒネを抽出し、純粋な結晶と

に因んで命名された。このモルヒネは強力な鎮痛作用を有することが判明し、現在【ク

スリの王様】と呼ばれ、医療の場において絶大な効力を示している。また、アヘンはコ

デイン、ノスカピン、パパベリン等のアルカロイドも含み、それらの成分もまた強力な

鎮咳・鎮痙薬として使用されている。

　本学の校章は、Pharmazie の Ph の文字をギリシャ文字ψに置き換え、それにケシ

の果実を配し、図案化したものである。本学はこの校章のもとに、人類の健康に寄与す

めている。



	

学
　
生
　
便
　
覧	

二
〇
二
〇
年
度	

■京都薬科大学本校地 
〒607-8414
京都市山科区御陵中内町5
 ☎075-595-4600

■京都薬科大学南校地
〒607-8412
京都市山科区御陵四丁野町1
 ☎075-595-4700

■京都薬科大学薬用植物園
〒601-1405
京都市伏見区日野林39
 ☎075-572-7952

ホームページアドレス　
https://www.kyoto-phu.ac.jp/

ご相談・お問い合わせ先
内　　容 担当部署 電話番号

修学関係 教務課 075-595-4613
学生相談員・奨学金
アルバイト・下宿・課外活動 学生課 075-595-4614

保険・医療関係
メンタルヘルス 学生課 075-595-4614

就職・進路 進路支援課 075-595-4617

学費 学生課
会計課

075-595-4614
075-595-4610

実務実習 実務・生涯教育課 075-595-4677
教育後援会 学生課 075-595-4614
入学試験 入試課 075-595-4678
Office 365
Adobe CC 情報管理推進室 075-595-4685

同窓会 京薬会 075-595-4621




